
第10回  すうがく徒のつどい　講演

あるエンジニアから見た

AIとこれからの数学

すむーずぷりんちゃん🍮 2026年10月12日　神戸大学

概要

ここ数年で、AIはソフトウェア開発の現場を大きく変えました。はじめはコードの補完だったもの

が、いまでは仕様を渡せば実装からテストまで任せられるところまで来ています。それでも人の仕事が

消えたわけではありません。ボトルネックが移り、人はその動きに沿って持ち場を移してきた。これ

が、現場で働く私の実感です。

この講演では、その変化を二つの見方で整理します。一つは、開発を上流工程から下流工程まで並べ

たとき、AIがどこまでを引き受け、人の持ち場がどこへずれたかという見方です。もう一つは、「やりた

いこと」「できること」「求められること」の三つの重なりがどう動いたかという見方で、こちらにはコ

ードを書くのが好きだった一人のエンジニアとしての、私自身の戸惑いも含まれます。

そのうえで、同じ見方を数学研究に当てはめてみます。方向性を探り、問いを練り、証明を組み、確

かめ、書いて伝える。この流れのどこにAIが入ってくるのか。研究者に求められる水準は、どう変わり

うるのか。エンジニアの目から、一つの試論を示します。

最後の20分は、数学がこれからどんな学問になっていくのかを、会場の皆さんと一緒に考える時間に

したいと思います。

講演の流れ

ソフトウェア開発の話

工程のどこをAIが担い、人の持

ち場がどう動いたか

では、数学では？

同じ見方で、数学研究を眺めて

みる

ディスカッション

数学はこれから、どんな学問に

なっていくか

講演者

博士課程で流体の数値計算を研究。現在はAIを使い倒すソフトウェアエンジニアとして働きながら、AIを使っ

て数学書を書いている。

講演 70分 ＋ 質疑・ディスカッション 20分 第10回 すうがく徒のつどい


